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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第86期
第３四半期
連結累計期間

第87期
第３四半期
連結累計期間

第86期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 19,258,492 22,734,348 26,515,983

経常利益 (千円) 843,213 1,023,543 1,144,331

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 430,670 616,868 683,715

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 419,126 703,277 675,778

純資産額 (千円) 11,613,116 12,477,393 11,869,598

総資産額 (千円) 24,494,143 26,625,152 25,185,977

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

(円) 27.33 39.15 43.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 47.4 46.9 47.1
 

　

回次
第86期
第３四半期
連結会計期間

第87期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 49.28 18.18
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２　売上高には、消費税等は含まれていません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしてい

ません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在していません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策等の効果もあり景気は緩やかな回復基調で推

移しました。一方、海外では地政学的リスクが依然として顕在しております。

このような経営環境のもと、当第３四半期連結累計期間の当社グループは、自動車部門では、国内軽・小型車が

堅調に推移し、また、建設機械部門においては、マイニングを中心とした大型機の増産により東南アジア・中国市

場の回復が顕著となりました。以上の市場環境に加え、鋼材価格の上昇に伴う販売価格への反映もあり、売上は増

加しました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は227億３千４百万円（前年同四半期比18.0%増）となりまし

た。部門別では、自動車部品は173億７千３百万円（前年同四半期比15.5%増）、建設機械部品は44億４千３百万円

（前年同四半期比30.3%増）、農業機械部品は４億６千８百万円（前年同四半期比27.9%増）、その他部品は４億４

千９百万円（前年同四半期比3.3%増）となりました。

　一方、損益面におきましては、売上の増加、グループを挙げての原価低減により、営業利益は10億４百万円（前

年同四半期比55.2％増）となり、経常利益は10億２千３百万円（前年同四半期比21.4％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は６億１千６百万円（前年同四半期比43.2％増）となりました。

 
(2)財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は、前連結会計年度末に比べ14億３千９百万円

増加し、266億２千５百万円となりました。

　資産の部では、流動資産は、現金及び預金が５億８千４百万円減少、電子記録債権が７億２百万円増加したこと

等により、前連結会計年度末に比べ５億９千１百万円増加し、148億１千７百万円となり、また固定資産は前連結会

計年度末に比べ８億４千７百万円増加し、118億７百万円となりました。

　負債の部では、流動負債は、電子記録債務が５億４千１百万円増加、買掛金が１億８千６百万円増加、未払法人

税等が２億６千７百万円減少、その他に含まれている設備電子記録債務が４億９百万円増加したこと等により、前

連結会計年度末に比べ８億２千７百万円増加し、132億８千９百万円となり、固定負債は、前連結会計年度末に比べ

４百万円増加し、８億５千８百万円となりました。

　純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益６億１千６百万円の計上による増加、剰余金の配当による９千４

百万円の減少等により、前連結会計年度末に比べ６億７百万円増加し、124億７千７百万円となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

研究開発費発生額については、現状、費用区分が困難なため、算出していません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,786,910 15,786,910
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株であります。

計 15,786,910 15,786,910 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年12月31日 ─ 15,786,910 ─ 2,143,486 ─ 1,641,063
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普 通 株 式 　　　
32,000　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　15,723,000 15,723 ―

単元未満株式 普通株式　　31,910 ― ―

発行済株式総数 15,786,910 ― ―

総株主の議決権 ― 15,723 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれています。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれています。

２ 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式954株が含まれています。

３ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をし

ています。

② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱メタルアート

草津市野路三丁目２番18号 32,000 ― 32,000 0.20

計 ― 32,000 ― 32,000 0.20
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、PｗCあらた有限責任監査法人により四半期レビューを受けています。

 

EDINET提出書類

株式会社メタルアート(E02185)

四半期報告書

 7/16



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,035,173 2,450,228

  受取手形及び売掛金 3,787,892 ※1  3,812,786

  電子記録債権 2,748,452 ※1  3,450,902

  製品 348,335 352,306

  仕掛品 1,316,065 1,418,927

  原材料及び貯蔵品 2,366,658 2,588,699

  その他 622,813 743,387

  流動資産合計 14,225,391 14,817,237

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,587,725 3,216,710

   機械装置及び運搬具（純額） 4,481,626 4,579,097

   土地 2,609,258 2,609,330

   その他（純額） 790,803 931,680

   有形固定資産合計 10,469,413 11,336,818

  無形固定資産 58,353 44,527

  投資その他の資産   

   投資有価証券 163,179 187,485

   その他 278,768 248,213

   貸倒引当金 △9,130 △9,130

   投資その他の資産合計 432,818 426,569

  固定資産合計 10,960,585 11,807,915

 資産合計 25,185,977 26,625,152

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 2,602,724 2,789,339

  電子記録債務 4,320,705 4,862,695

  短期借入金 3,602,000 3,554,000

  未払法人税等 419,764 151,858

  賞与引当金 367,212 192,530

  役員賞与引当金 13,000 9,900

  その他 1,136,651 1,729,085

  流動負債合計 12,462,058 13,289,409

 固定負債   

  長期借入金 176,000 145,999

  退職給付に係る負債 483,615 502,955

  役員退職慰労引当金 115,300 130,452

  資産除去債務 25,915 25,209

  その他 53,489 53,731

  固定負債合計 854,320 858,349

 負債合計 13,316,378 14,147,759
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,143,486 2,143,486

  資本剰余金 1,641,063 1,641,063

  利益剰余金 8,161,917 8,683,999

  自己株式 △9,453 △10,148

  株主資本合計 11,937,014 12,458,400

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 57,848 73,606

  為替換算調整勘定 △44,218 23,110

  退職給付に係る調整累計額 △81,046 △77,725

  その他の包括利益累計額合計 △67,416 18,992

 非支配株主持分 - -

 純資産合計 11,869,598 12,477,393

負債純資産合計 25,185,977 26,625,152
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 19,258,492 22,734,348

売上原価 17,390,900 20,397,653

売上総利益 1,867,592 2,336,695

販売費及び一般管理費 1,220,596 1,332,620

営業利益 646,995 1,004,075

営業外収益   

 受取利息 2,217 6,762

 受取配当金 3,014 3,873

 為替差益 149,304 -

 受取ロイヤリティー 4,913 4,914

 債務勘定整理益 19,660 69,892

 その他 30,162 32,679

 営業外収益合計 209,273 118,122

営業外費用   

 支払利息 9,591 9,122

 為替差損 - 72,816

 その他 3,464 16,716

 営業外費用合計 13,056 98,654

経常利益 843,213 1,023,543

特別損失   

 固定資産処分損 14,111 30,013

 製品保証費用 82,999 -

 災害による損失 52,766 -

 特別損失合計 149,878 30,013

税金等調整前四半期純利益 693,335 993,529

法人税等 262,664 376,661

四半期純利益 430,670 616,868

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 430,670 616,868
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 430,670 616,868

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,092 15,757

 為替換算調整勘定 △14,095 67,329

 退職給付に係る調整額 3,643 3,321

 その他の包括利益合計 △11,544 86,409

四半期包括利益 419,126 703,277

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 419,126 703,277

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１. 税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

 

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権債務の会計処理については、手形交換日又は決済日を

もって決済処理しています。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形及

び電子記録債権が、四半期連結会計期間末残高に含まれています。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

受取手形 ―　千円 606千円

電子記録債権 ―　千円 45,108千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

減価償却費 817,192千円 900,695千円
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(株主資本等関係)

 

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年6月29日
定時株主総会

普通株式 78,790 ５ 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年6月27日
定時株主総会

普通株式 94,537 ６ 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

 

当社及び連結子会社は、鍛工品製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

 

当社及び連結子会社は、鍛工品製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 27円33銭 39円15銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 430,670 616,868

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千
円）

430,670 616,868

普通株式の期中平均株式数(千株) 15,757 15,754
 

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社メタルアート(E02185)

四半期報告書

15/16



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月13日

株式会社メタルアート

取締役会  御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   田　邊　　晴　康

指定有限責任社員
業務執行役員

 公認会計士   加　藤　　真　美
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社メタル

アートの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から

平成29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メタルアート及び連結子会社の平成29年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注)　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社メタルアート(E02185)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

